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開
港
九
〇
年
記
念
事
業

横
浜
市
は
、
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
横

浜
開
港
か
ら
、「
周
年
」
や
「
年
目
」
の
区

切
り
の
年
に
記
念
事
業
を
行
っ
て
き
た
。
太

平
洋
戦
争
直
前
、
戦
時
の
一
九
三
九
（
昭
和

一
四
）
年
六
月
二
日
開
港
記
念
日
に
も
、「
事

変
下
に
於
け
る
厳
粛
と
緊
張
と
を
趣
旨
と
し

て
お
祭
騒
ぎ
の
催
し
は
廃
す
る
こ
と
に
な
つ

た
が
」、「
折
柄
九
号
岸
壁
繋
留
中
の
郵
船
榛

名
丸
（
一
萬
四
百
噸
）
上
甲
板
に
於
て
」
祝

賀
会
が
行
わ
れ
て
い
る
（『
横
浜
市
報
』
三

九
年
五
月
二
五
日
、
六
月
八
日
）。

次
の
区
切
り
で
あ
る
一
九
四
八
（
昭
和
二

三
）・
四
九
年
は
占
領
下
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
に
大
々
的
な
行
事
は
行
わ
れ
て
い
な
い

が
、
関
連
の
行
事
と
展
示
会
等
が
行
わ
れ
て

い
る
（
曽
根
妙
子
二
〇
〇
二
）。
四
八
年
六

月
二
日
に
は
、
運
輸
省
第
二
港
湾
建
設
部
と

横
浜
市
の
共
催
に
よ
り
、
高
島
埠
頭
に
お
い

て
横
浜
港
建
設
復
興
式
が
行
わ
れ
た
。
併
せ

て
二
港
建
で
は
、
小
冊
子『
横
浜
港
の
再
建
』

を
六
月
二
日
付
で
発
行
し
て
い
る
。
ま
た
、

六
月
二
日
か
ら
六
日
ま
で
「
開
港
九
十
年
記

念　

お
も
い
で
の
開
港
展
」
が
市
民
生
局
文

化
課
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
部
分
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
関
係
簿
冊

「
開
港
九
十
年
記
念　

お
も
い
で
の
開
港
展
関

係
書
類
」（
横
浜
市
各
課
文
書
二
八
）
か
ら
、

こ
の
展
示
会
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
こ
う
。

「
お
も
い
で
の
開
港
展
」展
覧
会
要
項

こ
の
「
開
港
九
十
年
記
念　

お
も
い
で
の

開
港
展
」
が
、
い
つ
頃
に
企
画
さ
れ
た
の
か

は
不
明
だ
が
、
準
備
委
員
の
第
一
回
打
合
会

は
、
六
月
二
日
の
一
箇
月
前
の
五
月
三
日
で

あ
っ
た
。
打
合
会
は
、
そ
の
後
、
一
二
・
一

八
・
二
〇
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

「
展
覧
会
要
項
」
で
は
、
名
称
は
「
お
も

い
で
の
開
港
展
」、
会
期
は
六
月
二
〜
六
日

の
五
日
間
、
会
場
は
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ（Y

oung 
M

en's Christian A
ssociation

）、
横
浜
市
・

「おもいでの開港展」横浜YMCA会場内の様子 1948年

表1　「おもいでの開港展」準備委員

所属等 名　　　　　　　　　　前

横浜ユネスコ協力会 秦孝治郎、吉村昌雄

ＹＭＣＡ 森栄一、海老沢廉、広田兼敏

企業 李家孝（三菱重工業）、箕浦多一（日産重工業）

商工会議所 赤尾秀高

史料関係 青木純二、軽部三郎、中島満洲夫、軽部亀松、海老沢有道、飯田九一、添田坦、池谷健治、
熊原政男、岡本孝正、石野瑛、丹波恒夫、関靖、田中佑幸、牛田鶏村、岡本三郎、長尾静明

市政記者室 河村貢、小貫喜堂

文化政策委員会 上條治、木村実

横浜市 藤野千萬樹、菊谷勇夫、田代政治、吉田仁吉、彦由亀一、玉岡三男

幹事 小川喜代司、石井光太郎、森田亀太郎、大杉束、土田豪州、茨木彦蔵
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Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
・
横
浜
ユ
ネ
ス
コ
協
力
会
の
共
催

で
あ
っ
た
。
な
お
、
最
初
の
文
書
で
は
雑
誌

「
月
刊
よ
こ
は
ま
」
が
共
催
に
記
載
さ
れ
、

訂
正
で
同
誌
を
編
集
し
て
い
た
横
浜
市
文
化

政
策
委
員
会
が
記
載
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
削

除
さ
れ
て
三
者
の
共
催
と
な
っ
た
。
写
真
1

の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
見
る
と
、
横
浜
商
工
会

議
所
と
神
奈
川
新
聞
社
が
後
援
と
な
っ
て

い
る
。

当
時
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
中
区
常
盤
町
の

会
館
が
米
軍
に
接
収
さ
れ
て
お
り
、
山
下
町

の
旧
市
立
女
子
専
修
学
校
の
建
物
を
借
用
し

て
い
た
。
横
浜
市
の
会
場
と
な
る
よ
う
な
施

設
の
多
く
は
接
収
さ
れ
て
い
た
。

横
浜
ユ
ネ
ス
コ
協
力
会
は
、
同
年
五
月
八

日
に
、
会
長
秦
孝
治
郎
・
副
会
長
大
隈
信
幸

を
選
出
し
て
発
足
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た

（
神
奈
川
新
聞
五
・
九
）。

展
示
会
の
準
備
委
員
は
、
表
1
に
あ
る
よ

う
に
共
催
の
三
者
の
他
に
、
商
工
会
議
所
や

企
業
、
横
浜
市
史
料
調
査
委
員
や
史
料
所
蔵

者
、新
聞
関
係
、共
催
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が

文
化
政
策
委
員
会
か
ら
も
選
ば
れ
て
い
る
。

展
示
内
容
は
、「
写
真
、
絵
画
、
絵
図
等

を
中
心
と
す
る
横
浜
開
港
当
初
よ
り
明
治
中

期
に
至
る
間
の
い
ろ

く
の
動
き
」
と
な
っ

て
お
り
、
開
港
か
ら
明
治
中
期
ま
で
の
展
示

で
あ
っ
た
。

市
役
所
内
に
お
け
る
経
費
の
負
担
は
、
民

生
局
が
文
化
振
興
費
の
補
助
負
担
金
及
交
付

金
か
ら
二
〇
、
〇
〇
〇
円
、
教
育
局
が
社
会

教
育
費
か
ら
二
〇
、
〇
〇
〇
円
と
な
り
、
主

管
は
民
生
局
文
化
課
で
あ
っ
た
。
予
算
で
は
、

こ
の
他
の
収
入
と
し
て
入
場
券
売
上
金
一
六

〇
、
〇
〇
〇
円
を
計
上
し
、
計
二
〇
〇
、
〇

〇
〇
円
が
総
予
算
で
あ
っ
た
。

「
お
も
い
で
の
開
港
展
」開
催

神
奈
川
新
聞
で
は
、
六
月
二
日
の
紙
面
に

本
日
か
ら
開
催
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。

「
門
外
不
出
の
逸
品
ぞ
ろ
い
」
と
の
見
出
し

で
、
絵
画
・
写
真
な
ど
「
貴
重
品
三
百
点
が

出
陳
さ
れ
る
」
と
報
じ
て
い
る
。
ま
た
、「
す

で
に
市
内
各
高
校
、
中
学
、
小
学
校
な
ど
七

十
数
校
か
ら
団
体
参
観
の
申
込
み
」
が
あ
り
、

五
日
間
の
期
間
中
に
「
十
万
人
余
の
入
場
者

が
見
越
さ
れ
る
」
と
報
じ
た
。
一
日
当
り
二

〇
、
〇
〇
〇
人
と
な
り
、
か
な
り
強
気
の
予

想
を
し
て
い
る
。

展
示
会
場
と
な
っ
た
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
は
、
写

真
2
の
よ
う
に
入
り
口
に
は
黒
船
を
模
し
た

ア
ー
チ
を
設
置
し
て
い
る
。
実
際
の
展
示
会

場
は
写
真
3
の
よ
う
に
比
較
的
広
い
場
所
に

展
示
さ
れ
て
お
り
、
講
堂
か
体
育
館
と
思
わ

れ
る
。
内
部
の
清
掃
を
行
い
、
写
真
に
見
え

る
白
線
も
新
し
く
引
か
れ
て
い
る
。

さ
て
簿
冊
に
は
、
準
備
段
階
の
資
料
は
第

一
回
打
合
会
の
資
料
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
以

外
は
、
展
示
が
終
了
し
た
後
の
精
算
関
係
の

資
料
で
あ
る
。
次
に
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、

実
際
の
展
示
の
一
端
を
見
て
い
こ
う
。

展
示
資
料
に
つ
い
て

「
開
港
九
十
年
記
念　

お
も
い
で
の
開
港

展
出
品
目
録
」
で
は
一
三
四
件
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
出
品
目
録
で
は
（
一
）（
二
）

や
其
一
其
二
と
な
っ
て
い
る
項
目
も
あ
り
、

「
展
覧
会
概
況
」
で
は
出
品
数
が
一
六
一
点

と
な
っ
て
い
る
。
な
お
出
品
目
録
は
一
枚
二

円
で
販
売
し
て
い
た
。

展
示
の
構
成
は
「
昔
の
横
浜
」・「
開
港
前

後
の
横
浜
」・「
横
浜
開
港
当
時
」・「
明
治
初

年
の
横
浜
」
の
四
部
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の

う
ち
、「
横
浜
開
港
当
時
」
が
六
五
件
、「
明

治
初
年
の
横
浜
」
が
四
五
件
と
こ
の
二
項
目

が
主
で
、
開
港
前
を
示
す
「
昔
の
横
浜
」
は

二
件
だ
け
で
あ
っ
た
。

展
示
品
を
み
る
と
、
例
え
ば
「
横
浜
開
港

当
時
」
で
は
、
大
平
録
御
貿
易
場
・
オ
ロ
シ

ャ
国
船
略
図
・
海
陸
御
固
泰
平
鑑
・
神
国
泰

平
施
品
鏡
・
横
浜
仏
国
役
館
の
全
図
・
横
浜

海
岸
フ
ラ
ン
ス
役
館
の
図
・
横
浜
交
易
双

六
・
於
横
浜
無
類
絶
妙
英
国
の
役
館
・
亜
墨

利
加
蒸
気
船
・
亜
墨
利
加
大
船
の
図
・
横
浜

各
国
商
館
の
図
な
ど
横
浜
浮
世
絵
が
主
な
展

示
品
で
、
他
の
部
も
若
干
の
地
図
類
の
ほ
か

は
浮
世
絵
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
。

写真1「おもいでの開港展」ポスター写真2 「おもいでの開港展」会場　中区山下町

写真3 「おもいでの開港展」展示会場内の様子
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そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
の
所
蔵
者
は
分
か
ら
な

い
が
、
多
く
の
資
料
は
、
史
料
関
係
の
委
員

が
提
供
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
か
に
は
、

青
森
県
中
津
軽
郡
や
群
馬
県
吾
妻
郡
へ
借
用

等
に
赴
い
て
い
る
こ
と
が
、
交
通
費
の
「
請

求
並
領
収
書
」
か
ら
判
明
す
る
。

こ
れ
ら
の
展
示
品
の
多
く
は
、
写
真
3
に

あ
る
よ
う
に
額
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
額
が
無
い
資
料
の
た
め
に
、
ガ
ラ
ス

入
り
額
三
五
枚
を
購
入
し
て
い
る
。

入
場
者
数
と
収
入

六
月
二
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
同
展
は
、
初

日
と
四
日
目
（
六
月
五
日
）
に
雨
が
降
っ
た

が
、
三
日
間
は
晴
・
曇
と
比
較
的
天
候
は
良

好
で
あ
っ
た
。

入
場
者
数
を
見
る
と
、
図
1
に
み
る
よ
う

に
、
初
日

の
二
日
は

一
、
六
六

六
人
と
少

な
か
っ
た

が
、
翌
三

日
に
は
四
、

五
八
七
人

と
な
り
、

五
日
に
は

曇
の
ち
雨

に
も
か
か

わ
ら
ず
、
前
日
か
ら
約
八
五
〇
人
が
増
加
し

て
五
、
五
四
一
人
の
入
場
者
数
と
な
り
、
最

終
日
の
六
日
に
は
六
、
八
九
二
人
と
な
っ
て

い
る
。
先
に
見
た
新
聞
記
事
の
予
想
一
〇
〇
、

〇
〇
〇
人
余
に
は
遠
い
が
、
一
日
平
均
四
、

七
〇
〇
人
弱
、
合
計
二
三
、
三
七
三
人
の
入

場
者
数
と
な
っ
た
。

発
売
さ
れ
た
入
場
券
は
二
種
類
あ
り
、
団

体
入
場
券
が
二
円
五
〇
銭
、
会
場
売
り
入
場

券
（
写
真
4
）
が
二
円
九
九
銭
で
あ
っ
た
。

区
分
別
の
入
場
券
の
発
売
枚
数
と
売
上
高
は
、

団
体
入
場
券
が
五
二
、
〇
九
五
枚
、
売
上
高

一
三
〇
、
二
三
七
円
五
〇
銭
、
会
場
売
り
入

場
券
が
四
、
二
九
六
枚
、
売
上
高
一
二
、
八

四
五
円
〇
四
銭
で
あ
っ
た
。

先
の
新
聞
記
事
で
報
じ
ら
れ
て
い
た
通
り
、

小
中
高
校
の
団
体
に
よ
る
入
場
者
が
多
く
、

団
体
入
場
券
は
会
場
売
り
の
一
〇
倍
以
上
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
実
際
の
入
場
者
数
は
、

入
場
券
売
上
枚
数
の
半
分
以
下
と
な
っ
て
お

り
、
団
体
入
場
券
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
券
も

多
か
っ
た
。

こ
の
他
、
先
に
見
た
会
場
で
販
売
し
た
目

録
が
二
、
三
一
六
枚
、
四
、
六
三
二
円
の
売

上
げ
が
あ
り
、
雑
収
入
一
円
三
六
銭
を
加
え

る
と
総
収
入
は
一
四
七
、
七
一
五
円
九
〇
銭

と
な
っ
た
。
こ
の
数
字
は
、
先
に
見
た
収
入

予
算
に
は
届
か
な
か
っ
た
。

支
出
の
内
訳

横
浜
市
負
担
分
を
除
く
支
出
は
、
①
打
合

会
議
費
四
七
、
一
七
〇
円
、
②
会
場
設
備
費

二
五
、
五
五
〇
円
、
③
看
守
及
夜
警
費
一
七
、

九
五
〇
円
、
④
印
刷
費
二
五
、
〇
〇
〇
円
、

⑤
出
品
者
謝
礼
費
一
、
二
〇
〇
円
、
⑥
消
耗

品
費
八
、
九
五
二
円
、
⑦
通
信
費
四
〇
〇
円
、

⑧
交
通
費
六
、
五
九
〇
円
五
〇
銭
、
⑨
賄
費

三
、
九
五
〇
円
、
⑩
雑
費
一
六
、
〇
九
〇
円
、

計
一
五
二
、
八
五
二
円
五
〇
銭
と
な
っ
た
。

こ
の
結
果
、
差
引
五
、
一
三
六
円
六
〇
銭
の

不
足
と
な
っ
た
。

こ
の
不
足
分
は
、
共
催
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
横

浜
ユ
ネ
ス
コ
協
力
会
の
負
担
と
な
っ
た
。
ま

た
、
先
に
見
た
民
生
局
・
教
育
局
の
各
二
〇
、

〇
〇
〇
円
は
、
こ
の
会
計
と
は
別
に
会
場
設

備
費
と
し
て
支
出
さ
れ
て
お
り
、
内
訳
は
不

明
だ
が
、
お
そ
ら
く
入
り
口
の
黒
船
ア
ー
チ

な
ど
に
使
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

支
出
の
中
で
は
打
合
会
議
費
が
い
ち
ば
ん

大
き
く
、
四
回
の
打
合
会
と
終
了
報
告
会
で

延
一
五
二
人
分
の
食
事
代
と
な
っ
て
い
る
。

次
い
で
会
場
整
備
費
が
大
き
い
が
、
こ
れ

は
先
に
見
た
額
代
で
あ
っ
た
。

印
刷
費
で
は
、
入
場
券
一
〇
〇
、
〇
〇
〇

枚
、
ポ
ス
タ
ー
五
〇
〇
枚
、
目
録
三
、
〇
〇

〇
枚
で
あ
っ
た
。
先
の
新
聞
の
入
場
者
予
想

は
、
入
場
券
の
印
刷
枚
数
で
あ
り
、
目
録
代

の
二
円
は
実
費
で
あ
っ
た
。

交
通
費
で
は
、
先
に
見
た
青
森
県
へ
の
二

回
（
二
、
五
〇
〇
円
・
二
、
〇
〇
〇
円
）
と

群
馬
県
の
一
回
（
二
、
〇
〇
〇
円
）
が
大
き

く
、
そ
の
他
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
担
当
し
た
入

場
券
販
売
の
た
め
の
市
内
交
通
費
九
〇
円
五

〇
銭
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
看
守
及
夜
警
費
は
比
較
的
大
き

い
。
ま
た
、
額
に
敷
く
紙
、
返
却
用
の
包
装

紙
や
糊
・
墨
汁
な
ど
は
消
耗
品
費
で
、
お
茶

や
画
鋲
、
夜
食
代
な
ど
様
々
な
も
の
が
雑
費

か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
、

会
場
内
の
説
明
書
き
の
清
書
と
思
わ
れ
る

「
展
示
説
明
書
執
筆
料
」
一
四
枚
分
で
四
二

〇
円
な
ど
も
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

占
領
期
で
あ
っ
た
た
め
に
、
開
港
に
関
す

る
記
念
事
業
は
、
高
島
埠
頭
な
ど
の
復
興
計

画
を
絡
め
た
式
典
と
、
お
も
い
で
の
開
港
展

が
主
な
も
の
と
い
う
さ
さ
や
か
な
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
展
示
会
で
は
、
団
体
入
場

者
が
多
か
っ
た
が
、
多
く
の
入
場
者
が
訪
れ

て
お
り
、
関
心
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
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図1 「おもいでの開港展」入場者数

写真4 「おもいでの開港展」入場券


